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当日、お茶席の併設を予定しております。 一席 300円
お茶席開催時間　午前10時　午後3時まで
お寺の駐車場が満車の場合、総社市消防署「西出張所」西側の駐車場を臨時駐車場
としてお借りする予定です。そこから勝福寺までは徒歩で約10分（500m）の距離です。

総社市消防署西出張所 総社市久代2635-1 Tel.0866-96-1196臨時駐車場

平
成
23
年

伝統を今に生かし、時代の一歩先へ

宗教法人 真言宗  御室派

徹林山勝福寺
■〒710-1201 岡山県総社市久代3438　■TEL 0866-96-0615

新本
郵便局

エネオス

総社大橋

ローソン スーパー
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総
社
駅
伯
備
線

高
梁
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至倉敷市至玉島
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県
道
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号
線

県
道
24
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R180

臨時駐車場

勝福寺

N
※総社大橋から
　勝福寺までは
　約5kｍです。

欅拭漆盛器　平成22年

第２回

画　

林
鶴
山 

氏　
「
山
桜
の
図
」
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欅拭漆八角喰籠　平成12年

第47回 日本伝統工芸展入選作品



　
　
　
　
　

職　

歴

昭
和
十
七
年 

木
工
作
家
増
田
青
泉
堂
に
入
門 

一
五
歳

昭
和
四
十
七
年 

第
十
九
回　

日
本
伝
統
工
芸
展
初
入
選 

四
五
歳

昭
和
五
十
年 

日
本
伝
統
工
芸
会
正
会
員 

四
八
歳

昭
和
五
十
一
年 

日
本
伝
統
工
芸
展　

東
中
国
支
部
奨
励
賞
受
賞 

四
九
歳

昭
和
五
十
三
年 

日
本
伝
統
工
芸
展　

東
中
国
支
部
展
審
査
員 

五
一
歳

昭
和
五
十
四
年 

県
展
山
陽
新
聞
社
賞
受
賞 
五
二
歳

昭
和
五
十
八
年 

岡
山
県
優
秀
技
能
者
賞
受
賞 
五
六
歳

昭
和
五
十
九
年 

高
松
宮　

献
上 

五
七
歳

昭
和
六
十
年 

労
働
大
臣
賞
受
賞
（
現
代
の
名
工
） 

五
八
歳

平
成
四
年 

第
五
回
木
竹
展　

工
芸
会
長
賞
受
賞 

六
五
歳

平
成
五
年 

倉
敷
市
文
化
連
盟
賞
受
賞　
　
　
　

 

六
六
歳

平
成
六
年 

第
六
回
木
竹
展　

東
京
都
教
育
委
員
会
賞
受
賞 

六
七
歳

平
成
七
年 

岡
山
県
重
要
無
形
文
化
財
認
定 

六
八
歳

平
成
十
年 

木
の
心
秀
作
展
（
三
越
倉
敷
店
） 

七
一
歳

平
成
十
一
年 

山
陽
新
聞
文
化
功
労
章
受
章 

七
二
歳

 

金
重
陶
陽
賞
受
賞

 

紺
綬
褒
章
受
章

 

倉
敷
市
文
化
章
受
章

平
成
十
三
年 

三
木
記
念
賞
受
賞 

七
四
歳

平
成
十
四
年 

岡
山
県
日
日
新
聞
社
文
化
功
労
章
受
章 

七
五
歳

平
成
十
五
年 

黄
綬
褒
章
受
章 

七
六
歳

平
成
二
十
年 

生
誕
八
十
年
回
顧
展　

倉
敷
市
立
美
術
館 

八
一
歳

 

高
野
山
金
剛
峯
寺
奉
納 

平
成
二
十
一
年 

紺
綬
褒
章
受
章 

八
二
歳

平
成
二
十
二
年 

第
五
十
七
回
日
本
伝
統
工
芸
展
入
選
（
三
十
五
回
） 八
三
歳

 

現
在
に
到
る

岡
山
県
重
要
無
形
文
化
財

日
本
工
芸
会
正
会
員

　

林　

鶴
山
さ
ん

　
　

昭
和
二
年
七
月
二
十
九
日
生

　
　

倉
敷
市
出
身

雪
景
色
の
怡
然
庵
（
勝
福
寺
）

お茶室（勝福寺）

勝
福
寺
に
お
け
る
今
後
の
文
化
行
事（
予
定
）

■ 

第
三
回 

寳
燈
展

　
　

会
期
は
未
定
で
す
が
、次
回
は「
い
け
花
の
美
」、ま
た
は

　
　
「
香
の
世
界
」を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。

■ 

怡
然
茶
話
会（
予
約
制
）

　
　

本
年
十
一
月
頃
よ
り
、毎
月
五
名
様
の
茶
話
会
を

　
　

開
催
予
定
で
す
。こ
れ
は「
茶
・
花
・
香
」全
般
の
伝
統
美
を

　
　

楽
し
ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

具
体
的
な
内
容
が
決
ま
り
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

　
　

掲
載
し
ま
す
。

第
二
回　

勝
福
寺
寳
燈
展
の
ご
案
内

　
　
　
　
　

〜
林
鶴
山
さ
ん
木
工
芸
の
美
〜
再
び

　

日
本
に
は
古
来
か
ら
継
承
さ
れ
る
様
々
な
伝
統
美
の
世
界
が
あ
り
ま
す
。勝
福
寺
の
寳
燈
展
は
、そ
の

中
か
ら「
茶
・
花
・
香
」の
伝
統
文
化
に
触
れ
、そ
れ
に
関
連
す
る
道
具
類
を
展
示
致
し
ま
す
。こ
の
空
間
に

身
を
置
か
れ
、ご
観
覧
頂
く
こ
と
に
よ
っ
て
美
意
識
が
高
ま
り
、心
の
浄
化
と
活
性
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
春
の
第
一
回
寳
燈
展
は
木
工
芸
家
、林
鶴
山
さ
ん
の
作
品
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、予
想

を
上
回
る
多
数
の
ご
来
山
を
頂
き
大
変
に
有
難
く
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。皆
様
方
か
ら
お
寄
せ
頂
い
た

お
声
を
受
け
て
、第
二
回
は
今
一度
、昨
年
同
様
の
展
覧
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
今
は
周
囲
の
環
境
や
人
も
実
に
多
様
化
し
て
い
ま
す
。豊
か
な
物
質
に
恵
ま
れ
る
一
方
で
、社
会
全

体
の
構
造
が
徐
々
に
不
安
定
化
し
、人
間
と
し
て
の
心
の
あ
り
よ
う
も
問
わ
れ
続
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。般
若
心
経
の一
説
に「
波
羅
蜜
多
」と
い
う
人
が
幸
せ
に
な
る
為
の
六
つ
の
方
法
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
第
五
番
目
は
禅
定
と
いって
心
鎮
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。ま
た
、弘
法
大
師
も
般
若
心
経
秘
鍵
に

「
禅
那（
禅
定
）と
正
思
惟（
正
し
い
思
い
）の
み
あ
っ
て
す
」と
著
さ
れ
、静
寂
な
心
を
持
す
る
こ
と
は
日
常

生
活
に
お
い
て
正
し
い
思
い
を
養
わ
せ
、各
場
面
の
行
動
と
し
て
活
か
さ
れ
る
と
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
林
鶴
山
さ
ん
と
三
十
年
以
上
に
及
ぶ
ご
親
交
を
頂
く
中
で
、情
感
深
い
お
人
柄
、影
の
線
を
追
及

さ
れ
て
生
み
出
し
続
け
る
秀
作
の
数
々
、木
工
芸
家
と
し
て
、茶
人
と
し
て
、文
化
人
と
し
て
の
見
識
の
広

さ
等
々
、そ
の
豊
か
な
感
性
は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

勝
福
寺
で
は
平
素
か
ら
部
屋
に
草
木
を
活
け
、香
を
焚
き
、火
鉢
で
湯
を
沸
か
し
て
お
茶
を
戴
く
時

間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
の
所
作
は
林
さ
ん
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
で
す
。花
が一
輪
あ
る
だ

け
で
も
自
然
の
姿
か
ら
何
か
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
あ
り
、更
に
禅
那
と
正
思
惟
の
精
神
修

養
に
も
大
き
く
役
立
って
い
ま
す
。

　

本
展
に
ご
来
山
頂
い
た
皆
様
方
に
は
俗
世
を
離
れ
た
静
寂
な
空
間
で
作
品
を
ご
観
覧
頂
き
、是
非
、

いっ
ぷ
く
の
お
茶
を
戴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
の
空
間
で
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
こ
と
が
実
生
活
を
豊
か
に

す
る
心
の一助
と
な
れ
ば
、住
職
と
し
て
非
常
に
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
、寳
燈
展
の
開
催
に
あ
た
り
、林
鶴
山
様
を
は
じ
め
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
勝
福
寺
檀
信
徒

並
び
に
関
係
者
各
位
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

徹
林
山　

勝
福
寺

住
職　

江
原　

義
空

平
成
二
十
三
年
春

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
つ
い
て

　

先
般
三
月
十
一
日
、
三
陸
沖
を
震
源
と
し
た
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
の
発
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
時
間
を
追
う

ご
と
に
被
害
の
甚
大
さ
が
明
ら
か
と
な
り
、
と
て
も
心
ガ

痛
ま
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
家
族
や
ご
親
類
で
、
関
東
か
ら

東
北
地
方
に
お
住
い
の
方
は
ご
無
事
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

突
如
と
し
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た
非
常
に
多
く
の
生
命
の

鎮
魂
を
祈
る
と
共
に
、
被
災
に
合
わ
れ
た
方
々
が
一
日
で

も
早
く
お
元
気
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

勝
福
寺
で
は
、
こ
の
た
び
の
寳
燈
展
で
皆
様
よ
り
頂
戴

致
し
ま
す
お
茶
席
代
は
、
災
害
支
援
金
と
し
て
全
額
寄
付

さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。


